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魚沼市・南魚沼市の小・中学生や高校生が中

心となって構成されている劇団「魚沼産☆夢ひ

かり」の公演が２３日、町体育館特設ステージ

で行われました。同じ新潟県に住む仲間のミュ

ージカルの歌・踊り・演技に生徒達は魅了され

たようです。大人の中には感動の涙を流す方も

いました。ペンライトをみんなで光らせたのも

良い思い出となりました。

従来の「ピーターパン」とはひと味違ったストーリーであったため、家族愛などいろいろと

考えさせられたようです。６年前からこの劇団の公演を見ているので、完成度はなかなかのも

のであると思っています。毎年、高校生が卒業して地元を離れるためメンバーが固定しないこ

と、公演内容も毎年変わることなど、いろいろと苦労があります。練習は、ほぼ土日だけで行

っているので、練習時間もない中、演劇が好きな仲間が互いに支え合いながら、演出家：小口

真澄さんのもとで公演を続けています。小口さんは２年続けて本校の英語劇の指導に来て頂い

ています。今年も６月８日に２・３年生が英語劇を行います。それもまた楽しみです。

公演の感想を紹介します。

○１年 ＿＿ ＿＿さん

５月２３日に町体で演劇鑑賞教室がありました。そこで「魚沼産☆夢ひかり」による『ピー

ターパン』を見ました。ピーターパンを見て私は面白かったことがあります。それは魚沼産☆

夢ひかりの皆さんが自分の役にしっかり入り、語尾に「しっす」をつけたり、セリフに魚沼の

方言を入れて話をしているところです。そして、何よりみんなの前でダンス・歌・セリフを自

信もって堂々としているところが、とても凄いと思いました。

○２年 ＿＿ ＿さん

先日、５月２３日に芸術鑑賞教室がありました。それは、魚沼産☆夢ひかりの方々のキッズ

ミュージカル『ピーターパン』を鑑賞するというものでした。私は、小学生の頃からこの鑑賞

教室が好きだったこともあり、前日から楽しみにしていました。でも「所詮、ただのキッズミ

ュージカルだろう！」と気楽に思っていました。今、思えば恥ずかしいです。

そして当日、その日までの考え方が覆されました。まず一番驚いたのが、誰一人としてしゃ

べらされている感じがしなかったことです。それは芝居にとってとても大切なことだと思いま

す。役者さんの演技と歌で、私は完全に物語の世界へと入っていきました。

気がつけば２時間あっという間でした。私はあんな風に一生懸命にやって疲れたりしないんだ

ろうかと思いましたが、違いました。一人一人の顔が生き生き輝いていて、こっちまで楽しく

なってしまう程でした。私もいつかあんなに人間らしく楽しめるものを見つけたいなあと思い

ました。

○３年 ＿＿ ＿＿さん

ピーターパンを鑑賞してみて、最初は大人の人たちだけでやるのを見るのかと思っていたら、

私よりも小さい子どもや同年代の子ども達がいたので驚きました。とても演技力のある子ども

たちだったので、とても感動しました。私たちには、ペンライトが配られ、妖精を応援する時

に使いました。その時は、みんなが笑顔で大人の人たちも楽しんでいたので、その場が笑顔で

いっぱいになりました。

私達３年生は、今年で芸術鑑賞教室が最後だったので、またいつか見たいと思いました。



いつも公演や講演会の後片付けは、中学生

が大活躍。イスの片付け、シート巻き作業は

お手の物です。片付け作業を一生懸命やる姿

は素晴らしいと思います。公演したメンバーが体育館の出口で

生徒を見送ろうと待っていたのですが、片付けていることに気

がつき、驚いていました。小口先生にも「素晴らしい生徒たち

ですね。」とほめていただきました。また演じたキャストと一緒

に片付けをやっても交流になって良かったと思いました。

５月 24･25 日に長岡市三島郡陸上競技大会が行わ
れ２年生２名が参加しました。練習不足ですが、自

己記録を更新でき、地区大会に向けてまずまずの結

果だと思います。あた、長岡市内の多くの学校が全校応援で大会を盛り上げていました。各校

の応援団が炎天下の中、整然と応援を続ける姿に感動しました。この伝統ある応援も春の郡市

大会が今年度で最後となるため、来年以降、各校の応援が見れなくなるのは大変寂しいです。

【特設陸上部の結果】

＿＿＿＿ 100m 予選 12”58 自己新
200m 予選 25”96 自己新

準決勝 27”15

＿＿＿＿ 100m 予選 13”11 自己新
走高跳 1ｍ 55 第４位

５月 28 日午後から避難訓練を行いました。
地震による火災が発生した状況での訓練でし

た。柏崎消防署出雲崎分遣所から４人の方か

らお越しいただき、避難訓練の大切さや消火器の使い方など実習をふまえて指導いただきまし

た。消火器は、代表生徒 15 人
だけでしたので、来年は全員

に経験させたいと思います。

消火器は 10 ～ 20 秒程度し
か噴射できないこと、ホウキ

で掃くように火元に当てるこ

となどを確認しました。秋に

もう一度避難訓練があります。

訓練を通して基本的な態度を

身につけてほしいです。

５月の全校朝会とＰＴＡ総会で「ス

マホが学力を破壊する」（集英社新書

：川島隆太著）を紹介し、スマホやラ

イン、ゲームや情報端末の使用についてデータを紹介しながら説明しました。

家庭学習をしても、１時間以上スマホ・ライン・ゲームを使うと学力が伸びないだけでなく

後退するということです。使用時間を１時間以内にすれば、悪影響は少ないという８万人の小

中学生の追跡データから断言しています。信憑性は分かりませんが、１時間以内という時間を

きちんと守ることができ、自分の時間をきちんとコントロールできることが大事なのだと思い

ます。

朝は自分で起きる。帰宅してから寝るまでの中で、ある程度「決まった時刻」に学習し、「決

まった時刻」に就寝できる生徒は、学力も伸びるということです。多少の時間のズレはあって

もこのことが長い生活習慣の中で結果として現れることは、正直、教育関係者の間では当たり

前の常識でもあります。受験を控えた３年生だけでなく、これから学力をつける１・２年生も

自分の生活を自分でコントロールする力を身につけてほしいと思います！


